職務経歴書

2023年8月3日現在

氏名：ワーク太郎

■職務経歴概要
株式会社AAAAAAAで一眼レフカメラのオートフォーカス機能の開発業務に10年以上携わっておりました。

オートフォーカスアルゴリズムの基本設計から製品の組込設計まで行い、開発工程では、要件定義、コーディング、テスト、導入、運用保守まで一通り経験いたしました。
また、最新のフラグシップ機ではDeep Learning被写体検出機能の開発リーダーとしてマネジメントを行いながら、製品開発を行いました。
■得意とする経験・分野・スキル

・オートフォーカスアルゴリズム開発

・画像処理、Deep Learningなどの研究、開発、製品化経験

・20名規模のプロジェクトマネジメント経験（顧客折衝、予算管理、進捗管理、外注管理など）

・開発環境：C、C++、Python、Docker
■会社履歴

	期間
	会社名

	20XX年XX月～現在
	株式会社AAAAAAA


■職務経歴詳細
株式会社AAAAAAA　　20XX年XX月～現在
事業内容：電気機器メーカー
従業員数：●名

資本金：●万円

	期間
	業務内容
	環境
	職位

	20XX年XX月

～

20XX年XX月
	東京本社　配属

新人研修


	
	

	20XX年XX月

～

20XX年XX月
	アプリケーション開発部
【担当業務】

画像選別アプリケーションの開発

【職務詳細】

・特徴点抽出技術を用いたトラッキングアルゴリズムの開発

・要件定義、基本設計、詳細設計、コーディング、テスト、保守
・技術開発に関する外部ベンダーとの協業
	OS：

Windows2000

μItron
開発言語：
C

C++

Python
	なし

	20XX年XX月

～

20XX年XX月
	【担当業務】
一眼レフカメラのオートフォーカス技術の研究開発
【職務詳細】

・オートフォーカスアルゴリズムの研究開発

・要件定義、基本設計、詳細設計、コーディング、テスト
・CCDラインセンサを用いたオートフォーカスモータ駆動制御および、カメラ内蔵オートフォーカス用の補助光制御を担当
	OS：
Windows2000

開発言語：

C
	なし

	20XX年XX月

～

現在
	【担当業務】

Deep Learning被写体検出技術の設計開発

【職務詳細】

・被写体検出アルゴリズムの開発

・要件定義、基本設計、詳細設計、コーディング、テスト

・プロジェクト管理
メンバー管理、進捗管理、お客様からのQA、トラブル対応
	OS：
Windows2000

Linux

μItron
開発言語：

C

C++
	プロジェクトリーダー/20～40名


■PCスキル/テクニカルスキル

・OS：Windows2000、Linux、μItron
・開発言語：C、C++、Python
・Office：Word、Excel、PowerPoint
■自己PR
被写体検出、オートフォーカスアルゴリズムに対する豊富な知見
現職では主に被写体検出・オートフォーカスアルゴリズムの研究開発をメインに携わってまいりました。
開発担当として要件定義から詳細設計やコーティング、テストまで幅広く経験しています。

また、社内・社外の勉強会などへも積極的に参加しており、被写体検出、オートフォーカスにおける知見は高いものだと考えており、幅広い知識と経験で円滑にプロジェクト進めております。

マネジメント力
現在、プロジェクトリーダーとしてメンバーや外部パートナーをまとめております。
中でもメンバーのスキルアップに力を入れており、チーム内勉強会の実施を行ってまいりました。

メンバーの立場を意識してマネジメントするように心がけ、全てがバランス良く進むように積極的にコミュニケーションも取りながらプロジェクトを進めております。

今後は、これまでに培ってきました経験を活かし、新しいステージキャリアアップしていきたいと考えております。
ぜひ、面接の機会をいただければと思います。何卒よろしくお願い申し上げます
以上

